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　水道施設の統廃合を進め、維持管理費などを削減します。
　また、水需要が減少傾向にあること等を踏まえ、効率的な
水運用を図るため、長期的視点に立った施設能力適正化の検
討を行います。

　更新費用の縮減や維持管理の効率化を図るため、老朽化し
た処理場を廃止し、南部・谷山処理場への統合を進めます。

　更新費用の平準化等を図るため、予防保全的な維持管理を
行い、施設の長寿命化に取り組みます。

　快適な生活環境の確保を図るため、市街化区域内の未整備
地区の整備を行い、普及促進に努めます。

　検針時において漏水の疑いがあるものについて、漏水箇
所の特定を行うための調査業務を実施します。

　水道･下水道施設をわかりや
すく紹介した広報リーフレット
を作成し、施設見学等で活用し
ます。

　施設見学会や意見交換会な
どを通して、使用者のニーズ
を把握し、事業運営に反映さ
せます。

　集中的に整備してきた水道施設が耐用年数を迎え老朽化し
ていることから、中長期を見据えた更新計画に基づき、効率
的に更新を行います。

　老朽化した設備の更新にあわせて高効率型の省エネルギー
機器を積極的に導入し、環境負荷及び維持管理費の低減を図
ります。

　下水汚泥を堆肥化したサツマソイルの市民利用促進を図る
とともに、有効活用に努めます。

　老朽化した配水管の布設替を行うとともに、他事業による
配水管の移設工事などを実施します。
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◇処理場の統廃合

平成２９年度 水道事業・公共下水道事業の主な取組み

◇老朽施設更新事業

◇汚水管路施設整備事業

◇応急給水拠点の再編・整備
◇水道管路改良事業

◇省エネルギー技術導入事業

◇下水汚泥堆肥化事業
◇建設改良積立金の確保

◇企業債残高の縮減

←下水汚泥堆肥
（サツマソイル）

【経営管理課　TEL：２１３-８５０６】

水をつくり、家庭
などに送る費用
など（営業費用）

９７．５億円

73.2億円

汚水を集め、きれ
いにする費用など
（営業費用）

内部留保資金
１９．７億円

施設の整備のために借りた資金
の利子など７．５億円

純利益（３．７億円）など
４．８億円

補助金、その他８．３億円

その他
０．１億円

○水道局では「工業用水道事業」も運営しています。詳しくは水道局ホームページをご覧ください。　【経営管理課　TEL：２１３-８５０６】　

施設の整備のために借りる
資金１１．９億円

平成２９年度　水道事業・公共下水道事業の予算の概要
　水道局は、お客さまの水道料金・下水道使用料を主な収入として、皆さまの生活を支える重要なライフラインである水道事業・公共下水道事業を運営
しています。
　今後とも、より一層の経営の効率化に取り組みながら、水道事業においては安全で良質な水の安定供給に、公共下水道事業においては良好な水環境と
快適な生活環境の確保に努めていきます。

水をつくり、家庭などに送ることで得られる収入とそのための支出＝

家庭などから集めた汚水をきれいにすることで得られる収入とそのための支出＝

水道施設を整備改良するための収入と支出＝

下水道施設を整備改良するための収入と支出＝

収益的収支

収益的収支

資本的収支

資本的収支

水道料金
108.6億円

収入120.3億円

収入85.5億円

安全で良質な水の安定供給
【水道】

環境にやさしい上下水道【共通】

良好な水環境と快適な生活環境の確保
【公共下水道】

災害など危機に備える上下水道
【共通】

◇施設能力適正化の取組（ダウンサイジング）

◇宅地内漏水調査委託業務

◇広報リーフレットの配布

◇水道モニター会議の開催

◇処理施設・汚水管路の耐震化

◇水道施設・水道管路の耐震化

◇処理施設・汚水管路施設の長寿命化

　基幹管路や救急告示病院等までの配水管など、優先的に取
り組むべき管路について耐震化を図ります。

　将来の経営負担の軽減を図るため、企業債の借入抑制を図
るなど、未償還残高の縮減に努めます。

　処理場の統廃合により処理施設の耐震性の向上を図るとと
もに、老朽化が進んでいる汚水管路は管更生工法等により耐
震化を図ります。

　災害時における応急給水を
迅速かつ的確に実施するため、
応急給水拠点の利便性や配置
状況等の検証を行い、再編・
整備を行います。

　老朽化した上下水道施設の更新に向けて計画的な積み立て
を行い、自己財源の計画的な確保を図ります。

←万之瀬取水場

水道モニター会議の様子→
（福昌寺水源地見学）

←管更生工法による汚水管の
長寿命化対策

応急給水拠点での→
応急給水の様子　

お客さまの視点に立った
質の高いサービスの提供【共通】

経営基盤の強化【共通】

谷山
処理場→

←南部
処理場

下水道使用料
６３．５億円

支出８０．７億円

内部留保資金
５５．３億円

その他
１１．７億円

施設の整備のために借りた資金
の利子など１１．４億円

純利益（８．５億円）など
１１．４億円

補助金、その他７．５億円

施設の整備のために借りる
資金１６．２億円

その他
０．２億円

支出１０８．９億円 収入２３．７億円＋内部留保資金５５．３億円＝７９．０億円 支出７９．０億円

収入２０．２億円＋内部留保資金１９．７億円＝３９．９億円 支出３９．９億円

処理場や汚水管など
施設の整備費用

２３．９億円

施設の整備のために借りた
資金の返済（利子を除く）

１５．９億円

施設の整備のために借りた
資金の返済（利子を除く）

３１．６億円

浄水場や配水管など
施設の整備費用

４７．２億円


